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私
が
愛
車
の
２
５
０
ｃ
ｃ
と

共
に
日
本
一
周
に
出
た
の
は
、

18
歳
の
時
で
し
た
。
46
年
前
の

１
９
７
６
年
11
月
末
、
こ
の
信

州
を
目
指
し
た
も
の
の
大
町
で

初
雪
に
遇
い
、
南
下
と
い
う
事

態
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
若
さ
ゆ
え

「
え
～
い
！
」
で
始
ま
っ
た

３
万
キ
ロ
の
旅
で
し
た
が
、
自

然
と
人
に
出
会
い
ま
く
る
濃
い

日
々
は
、
確
実
に
私
の
人
生
の

根
幹
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
時
の
千
倍
ど
こ
ろ

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
日
本
一

周
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
で
す
が
、
11

月
と
い
う
の
は
、
そ
の
あ
た
り

で
旅
終
了
か
、
冬
季
停
滞
に
入

る
か
、
と
い
う
微
妙
な
時
期
。

か
ね
て
か
ら
日
本
一
周
ラ
イ
ダ

ー
が
寄
っ
て
く
だ
さ
る
我
が
カ

フ
ェ
で
し
た
が
、
北
海
道
か
ら

南
下
す
る
人
た
ち
が
毎
日
の
よ

う
に
や
っ
て
き
て
、
話
を
聞
く

だ
け
で
も
旅
し
て
い
る
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
バ
イ
ク
の
タ
イ

プ
も
排
気
量
も
年
齢
も
職
種

す
。
将
来
は
ス
ゴ
腕
の
職
人

に
な
る
の
で
は
？ 
か
と
思
え

ば
、
ク
ロ
ス
カ
ブ
１
１
０
の
上

で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
半
年
の
の

ま
ち
さ
ん
。
大
柄
な
の
に
ベ
ッ

ド
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
技

に
は
満
点
を
あ
げ
た
く
な
り
ま

し
た
（
倒
れ
る
こ
と
も
な
く
、

熟
睡
で
き
る
そ
う
で
す
）
。
デ

　

道
路
通
称
は
昭
和
60
年
代
に

付
さ
れ
た
も
の
が
多
そ
う
だ
と

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
、
昭
和
61
年
に
は
標

識
令
が
改
正
さ
れ
て
道
路
通
称

を
標
識
と
し
て
掲
示
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の

状
況
を
少
し
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

折
し
も
昭
和
58
年
度
か
ら
昭

和
62
年
度
に
か
け
て
の
第
９
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、

道
路
交
通
の
安
全
の
確
保
・
円

滑
化
等
に
加
え
て
生
活
環
境
の

改
善
も
謳
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
道
路
愛
称

を
積
極
的
に
普
及
し
、
名
称
の

つ
い
て
い
な
い
道
路
を
市
民
参

加
の
も
と
で
愛
称
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
と
結
び
つ
い

た
親
し
ま
れ
る
道
路
づ
く
り
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
道
路
通
称
が
付

　

ド
ラ
レ
コ
の
映
像
で
記
録
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

煽
り
、
妨
害
、
威
嚇
な
ど
危
険

な
運
転
が
減
り
ま
せ
ん
。
輩
ド

ラ
イ
バ
ー
の
心
理
は
ど
う
な
っ

て
ん
の
か
？
。
車
の
大
き
さ
や

価
格
差
に
よ
る
馬
鹿
げ
た
マ
ウ

ン
ト
志
向
な
の
か
、
歪
ん
だ
自

己
認
証
欲
求
な
の
か
、
飲
酒
・

薬
物
・
認
知
症
な
の
か
、
自
己

中
心
運
転
に
は
・
・
さ
っ
ぱ
り

？
。

　

先
ず
は
現
行
の
罰
則
よ
り
重

い
罰
則
を
科
す
事
が
必
要
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
運
転
免
許
取

得
に
技
能
試
験
に
加

え
て
深
層
心
理
試
験

（
？
）
も
必
要
か
と

・
・
。

　

言
い
方
に
語
弊
が

あ
れ
ば
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
の
運

転
技
能
試
験
は
、
運

転
適
性
の
教
育
に
よ

る
運
転
技
能
の
取
得

と
言
う
よ
り
は
、
一

定
期
間
、
そ
れ
な
り

の
金
銭
を
使
っ
て
免

許
を
買
っ
て
い
る
様

に
思
う
の
で
す
。
車

の
性
能
が
向
上
し
て

い
る
か
ら
、
少
々
の

事
に
は
目
を
つ
む
っ
て
い
る
の

か
と
思
う
所
も
無
き
に
し
も
非

ず
・
・
。

　

兎
に
角
、
交
通
の
安
全
確
保

維
持
は
ド
ラ
イ
バ
ー
次
第
で

す
。
だ
っ
て
、
車
は
人
が
乗
っ

て
動
か
さ
な
い
限

り
、
た
だ
の
マ
シ
ン

に
過
ぎ
な
い
か
ら
。

　

車
の
性
能
を
向
上

さ
せ
る
事
は
良
い
で

す
が
、
い
い
加
減

に
、
加
速
が
い
い
や

ス
ピ
ー
ド
が
出
る
、

コ
ー
ナ
ー
を
速
く
曲

が
れ
る
な
ど
高
速
度

志
向
だ
っ
た
り
、
安

全
運
転
支
援
シ
ス
テ

ム
ば
か
り
に
向
い
て

い
る
ベ
ク
ト
ル
を
人

が
自
ら
制
御
で
き
る

レ
ベ
ル
、
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
の
技
能
、
人

の
能
力
に
見
合
っ
た
車
に
シ
フ

ト
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

唐
突
で
す
が
、
「
ゾ
ー
ン

30
」
、
「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
生
活
道
路

で
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
な

通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
内
に
お
け
る
車
の

走
行
速
度
や
通
り
抜
け
を
抑
制

す
る
交
通
安
全
対
策
で
す
。
ゾ

ー
ン
を
定
め
て
の
時
速
30
㎞
速

度
規
制
や
時
間
帯
に
よ
る
進

入
抑
制
対
策
用
の
可
動
式
支
柱

「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
」
の

昇
降
、
速
度
抑
制
の
「
シ
ケ
イ

ン
」
設
置
な
ど
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
街
づ
く
り
ベ
ー
ス
の
対

策
で
、
交
通
事
故
発
生
件
数
が

２
割
以
上
減
少
し
た
と
い
う
事

で
す
。

　

個
人
の
傍
若
無
人
に
は
、
集

団
（
地
域
）
で
対
抗
す
る
し
か

な
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

け
ら
れ
て
い
た
の
は
一
般
国
道

で
14
・
３
％
、
都
道
府
県
道
で

は
６
・
６
％
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
を
増
や
そ
う
と
い
う
訳
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
標
識

が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
一
般

国
道
で
10
・
１
％
、
都
道
府
県

道
で
18
・
５
％
で
し
た
の
で
、

標
識
表
示
に
よ
る
道
路
通
称
の

普
及
も
求
め
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
こ
の
頃
の
道
路

通
称
に
は
、
青
山
通
り
（
東
京

都
）
や
鯉
城
通
り
（
広
島
市
）

の
よ
う
な
地
名
を
と
っ
た
も
の

や
東
海
道
や
鎌
倉
街
道
と
い
っ

た
旧
街
道
名
が
最
も
多
く
、
そ

の
ほ
か
に
も
旧
路
線
名
（
例
：

旧
８
号
線
）
、
バ
イ
パ
ス
名

（
例
：
横
浜
新
道
）
、
施
設
名

（
例
：
空
港
通
り
）
、
機
能
名

（
例
：
産
業
道
路
）
、
印
象
名

（
例
：
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）
、

花
木
の
名
（
例
：
さ
く
ら
通

り
）
、
歴
史
的
名
称
（
例
：
馬

車
道
）
な
ど
が
見
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　

こ
れ
以
前
に
も
東
京
都
で
は

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
と
し
て
、
ま
た
、
福

岡
市
で
は
昭
和
44
年
の
市
制
施

行
80
周
年
を
記
念
し
て
、
さ
ら

に
、
横
浜
市
（
昭
和
51
年
）
、

鳥
取
市
（
昭
和
53
年
）
、
広
島

市
（
昭
和
55
年
）
、
仙
台
市

（
昭
和
56
年
）
、
金
沢
市
（
昭

和
57
年
）
等
で
道
路
通
称
が
検

討
さ
れ
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
道
路
通
称
の
検
討
と
普
及

が
全
国
的
に
展
開
す
る
の
は
昭

和
57
年
10
月
の
全
国
道
路
標
識

週
間
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
際
に
市

町
村
単
位
で
モ
デ
ル
市
を
選
抜

し
て
愛
称
を
募
集
し
、
さ
ら

に
、
そ
れ
ら
を
普
及
さ
せ
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
「
道
路
標
識
適
正

化
委
員
会
」
、
各
都
道
府
県
に

「
愛
称
普
及
委
員
会
」
等
が
設

置
さ
れ
て
具
体
的
方
策
が
検
討

さ
れ
た
上
で
、
都
道
府
県
の
委

員
会
が
モ
デ
ル
市
を
選
定
し
、

同
年
度
２
月
末
に
は
概
ね
３
分

の
１
の
都
道
府
県
で
係
る
動
き

が
み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
浜
松

市
も
ま
た
モ
デ
ル
市
の
一
つ

で
、
昔
か
ら
名
称
が
つ
い
て
い

る
道
路
97
箇
所
や
坂
１
０
３
箇

所
、
橋
３
２
６
箇
所
な
ど
に
つ

い
て
名
前
の
由
来
を
大
々
的
に

調
査
し
て
市
内
の
道
路
通
称
を

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
元
号
通

り
を
見
る
と
、
例
え
ば
、
同
じ

く
モ
デ
ル
市
と
な
っ
た
（
旧
）

静
岡
市
で
は
、
昭
和
58
年
よ
り

市
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
結
成
さ
れ
、
市
民
参
加
の
場

と
し
て
「
対
話
を
広
げ
る
会
」

等
を
開
催
し
て
道
路
通
称
の
検

討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
際

に
昭
和
通
り
（
現
在
の
葵
区
内

を
走
る
国
道
３
６
２
号
線
）
も

含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
訳
で

す
。
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ス
ト
リ
ー
ト
・
ト
ポ
ニ
ミ
ー
事
始
め
（
そ
の
８
）

のまちさん、鹿児島のりなさん（レブル250）、富山のとももさん
（ゼファー750）。日本一周３人と四葉のクローバー作ってみたよ。

も
、
旅
に
出
た
動
機
も
様

々
。
で
も
、
本
当
に
み
ん

な
素
敵
な
笑
顔
で
ど
ん
な

に
楽
し
い
旅
を
し
て
い
る

の
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
同
じ
よ
う
に
見
え
て

も
か
な
り
や
り
方
が
異
な

り
、
「
自
由
に
描
い
て
い

る
」
と
い
う
印
象
強
し
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン

ス
タ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
は
、
ほ
ぼ
全
員
。
中

に
は
有
名
な
方
も
い
て
、

大
騒
ぎ
と
な
る
場
面
も
多

々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の

は
、
フ
レ
ー
ム
か
ら
認
可

を
取
り
、
自
作
原
付
カ
ー

で
46
都
道
府
県
を
ゆ
く
セ

ル
フ
メ
イ
ド
さ
ん
。
行
く

先
々
で
独
自
路
線
を
ゆ
く

カ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
方

々
と
お
会
い
し
た
り
試
乗

し
た
り
と
、
一
味
も
二
味

も
違
う
旅
を
続
け
て
い
ま

ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
職

を
そ
の
ま
ま
旅
に
持

ち
込
ん
だ
の
は
、
神

奈
川
の
ち
ひ
ろ
ー
か

る
さ
ん
。
時
に
は
旅

先
で
受
注
し
、
リ
モ

ー
ト
で
印
刷
ま
で
し

ち
ゃ
う
と
か
。
考
え

も
し
な
か
っ
た
カ
タ

チ
は
、
彼
ら
の
世
界

を
広
げ
る
だ
け
で
な

く
、
接
す
る
私
た
ち

の
古
い
頭
も
カ
チ
割

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

送
り
出
す
方
も
笑
顔

が
増
え
、
幸
せ
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
と

い
う
イ
イ
こ
と
づ
く

め
。
本
当
に
寄
っ
て

く
れ
て
「
あ
り
が
と

う
」
。
彼
ら
が
進
む

長
～
い
道
の
り
、
何

処
も
安
全
で
楽
し
く

光
り
輝
い
て
い
ま
す

よ
う
に
♪

急にバイクに目覚め、免許を取って一ヶ月目にレブル250で
旅立った三重県のりん君。とにかく全てが楽しいそうです。

左より「旅人ほいほい」と呼ばれる世話人の松隈さん（佐賀と松本）、
のまちさん、松隈さんのバイクで現れたとももさんとりなさん。

福岡の彩さんは、しぶ～いドラッグスター400
で。見送る我々も幸せ気分になりま～す♪

キャンプで数年前から何周もしている？笑顔が素敵
な神戸のひなたちゃん。クロスカブ110は荷物満載。

道産子のマグさん、セロー250で宗谷岬→佐多岬のサウザンラ
リー後、沖縄回って北上中。この後、岩手までノンストップ！

居合わせたカフェのお客さんが偶然撮っていたのま
ちさん（東京）の車上泊スタイル！類を見ない手法。

貯めたお金で設備や材料を揃えて作った原付ミニカー。
２号車と個性的な旅を続ける千葉のセルフメイドさん。

私も見てたYouTube「アオタビ」のあおさん。セロー225で札
幌から南下中に出現。お客さんたちの興奮ぶりの凄かったこと。

アニメ「スーパーカブ」を見て「日本一周したい」と呟いた
らカブ50を頂いたので旅が始まった「ちひろーかる」さん。

４ヶ月目、1300の隼で広島から南下中の吉弘さん。
看板もなくさり気なく回る姿がなんだか新鮮でした。

レブル250で一年半前から気の向くまま旅している松
本市の愛咲姫さん。立ち寄った実家からひょっこり。

兵庫県からKTM390デュークで314日目の芽晴さん。 その
笑顔は一瞬で周りを幸せにしちゃう。とにかく明るい！


